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年 工 場 名 省 場　　所 創 設 者 管理総責任者 建 設 費 年間収入 主要生産品 備　　考
1861 安慶内軍械所 安徽 安慶 曾国藩 小型の大砲，炸裂する砲弾
1863 上海洋砲局 江蘇 上海 李鴻章 韓殿甲 小型の大砲，炸裂する砲弾 1865年江南製造局に編入
1863 上海機器局 江蘇 上海 李鴻章 丁日昌 小型の大砲，炸裂する砲弾 1865年江南製造局に編入
1863 松江砲局 江蘇 上海 李鴻章 マカートニー，劉佐禹 炸裂する砲弾 1863年蘇州に移動
1863―64 蘇州洋砲局 江蘇 蘇州 李鴻章 マカートニー，劉佐禹 炸裂する砲弾 1865年金陵機器局に編入







1865 金陵機器局 江蘇 南京南門 李鴻章 マカートニー 100,000～150,000 鉄製兵器，弾薬 1874年烏龍山工場が長江要塞を支援するため創設；1879年移動
1866 直隷 天津 劉長佑，崇厚 69,000 伝統的兵器 1868年生産を停止
1866 天津機器局東局 直隷 天津賈家沽道 崇厚 メドゥズ 388,178 125,000～450,000
黒色・栗色火薬，弾薬，海軍用
弾薬，鋼
1867 天津機器局西局 直隷 天津海光寺 崇厚 スチュワート 95,795 小型の大砲，機械
1869 福建機器局 福建 福州水部門 英桂 頼長 弾薬，火薬 1872年生産を停止；1875年再開
1869 西安機器局 陝西 西安 左宗棠 弾薬，火薬 1872年恐らく蘭州に移動
1870 天津行営製造局 直隷 天津 李鴻章 弾薬 淮軍に従属
1872 蘭州製造局 甘粛 蘭州 左宗棠 頼長 各種の武器・弾薬，火薬 1882年生産を停止
1872 雲南機器局 雲南 昆明 武器・弾薬，火薬 生産を停止（日付不詳）；1880～81年再開；1885年生産を再開
1873 広州機器局 広東 広州聚賢坊 瑞麟 温子紹 170,000 小型汽船，弾薬，水雷 1885年広州火薬局と合併
1875 山東機器局 山東 済南濼口 丁宝楨 徐建寅，薛福成 186,000 36,000 ライフル銃，弾薬，火薬
1875 湖南機器局 湖南 長沙 王文韶 韓殿甲
1875 広州火薬局 広東 広州曾歩 張兆棟 潘露 火薬
1877 四川機器局 四川 成都東門 丁宝楨 夏旹，労文翿 77,000 20,000～60,000 ライフル銃，大砲，弾薬，火薬 1880年賈家壩の近くに四川火薬廠を創設
1881 吉林機器局 吉林 吉林 呉大澂 宋春鰲 40,000～100,000 弾薬，火薬
1881 金陵火薬局 江蘇 南京双橋門 劉坤一 孫伝樾　龔照瑗 183,000 50,000 火薬，弾薬
1882 浙江火薬局 浙江 杭州良山門 100,000 火薬 1885年浙江機器局に編入
1882―84 山西機器局 山西 太原 張之洞 弾薬
1883 神機営機器局 北京三家店 醇親王奕譞 潘駿徳 200,000～300,000 1890年火災により焼失
1883 浙江機器局 浙江 杭州 劉秉璋 王恩咸 火薬，弾薬
1885 広東機器局 広東 広州石井墟 張之洞 薛培榕 弾薬
1885 台湾機器局 台湾 台北北門 劉銘伝 丁達意 弾薬，火薬
1890 漢陽槍砲廠 湖北 漢陽大別山 張之洞 蔡錫勇 14,000,000 ライフル銃，軽装砲，弾薬 ,火薬 1895年生産を開始
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